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⼦育て世帯の定住・移住を呼び込むための魅⼒ある住宅建設

1号地

2号地

4号地

3号地

カーブミラー
⾞両や歩⾏者の視界を確保
(※設置は協議による）

サブ駐⾞計画：⑦
アプローチ部分を利⽤し３台
⽬も駐⾞できるように計画

カーポートへの配慮
将来カーポートを設置できるよ
うに隣地からの空⼨法確保

通り抜け階段：②
つながりと施⼯性を考慮した位
置で計画

テラス
リビングと庭をつなぐテラス。
耐久性のあるモルタル仕上げ。

歩⾞分離：⑰
広場まで続くわかりやすい
⾊分け舗装

⾞の回転スペース：⑬
⾏き⽌まりの⾞の回転ス
ペースを確保。(⾞⽌めも設
置し⾞両侵⼊防⽌）

幸せ広場：⑪⑫
⼦どもが安全に遊べる広場

宅配ボックス：⑩
各住⼾専⽤。留守
時でも荷物の受け
取りが可能

外部物置：⑧
⼤きなタイヤや雪かき
道具の保管に。

⽬隠しフェンス：⑥
窓が隣合う場所は、
フェンスを設置

砂利敷：⑮
⾳による防犯性を
⾼めた提案

裏庭
ライフスタイルに
合わせた多⽬的空
間を確保

駐⾞場
2台分

幸せ広場

移住者の利便性、⼦どもたちも安⼼して暮
らせる空間づくり、周辺住宅地との繋がり
をコンセプトに外構計画を提案します。

外構のコンセプト

定住促進住宅
（既存4棟）

⑤

⑦

⑩⑯

⑨

⑪⑫

⑮

⑬ ⑭

⑰

周辺住宅地と繋がりを⽣む配置計画

②

③
④

積雪地域を考慮した外構計画

不在時も荷物を受け取る
ことができます

配達 受取

LDK 外部
物置

⽬隠し
フェンス

宅配 B O X

★．⼦どもの安全性を確保した全体配置計画図

繋がりとゆとりの建物配置

繋がりとゆとり
の建物配置

ベンチ
⼦どもの⾒守りや交
流場所として利⽤

採光

防犯性と安全性安全にあそべる『幸せ広場』

配置・外構計画

通 ⾵

幸せをよぶ
四葉のクローバー

機能的で利便性の⾼い住⼾と外構

① ⻄側と南側の既存住宅と繋がりを持たせつつ、ゆと
りのある配置計画とします。

② 通り抜け階段は、既存住宅地の擁壁を⼀部切り⽋き
道路へ突出させないことで、当敷地の有効活⽤と安
全性に配慮します。

③ 冬季の積雪を考慮し、陽当りの良い南⾯の庭に堆雪
スペースを確保します。

④ 道路境界際にグレーチング側溝と勾配を設けること
で、溶けた雪をスムーズに排⽔します。

⑤ 隣棟間隔を⼗分に離すこと
で、室内や敷地内に陽が⼊
ります。

⑥ 窓が向い合う部分には⽬隠
しフェンスを設置すること
で、お互いのプライバシー
に配慮します。

⑦ 各住⼾は常時２台分の駐⾞が可能な計画です。来客
⽤や将来⾞が増えた場合はアプローチ部分を利⽤し
て３台⽬の駐⾞が可能です。

⑧ 各住⼾の外部物置は、⼤きめのタイヤも収納できる
サイズとします。敷地奥に設置することで建物の外
観を損なわないように計画します。

⑨ シンボルツリーをアプローチ部に計画し、四季を感
じる樹種を計画します。

⑩ 各住⼾に宅配ボックスを
設置します。再配達の削
減や置き配の盗難防⽌に
役⽴ちます。

⑪ 敷地の南側に計画することで、明るい陽だまりの空間の中で⼦どもたちや保護
者が⼼地よく過ごせます。また、⾞と接触する機会を減らします。

⑫ 線路から離れているため、ボールや⼦ども⾃⾝が線路内へ⽴ち⼊るリスクを減
らします。

⑬ ⼊り⼝部に⾞の回転スペースを設け、宅配⾞両や緊急⾞両が敷地に⼊っても
Uターンしやすい計画です。⾞⽌めを設け広場への⾞両の侵⼊を防⽌します。

⑭ 広場を囲むようにシロツメクサ(クローバー)を植え、⼦どもが植物を通じで遊
ぶ場の創出だけでなく、管理しやすい広場を計画します。

⑮ ⾒通しが悪くなる建物周囲に、歩くと⾳が鳴る砂
利を敷くことで防犯性を⾼めます。

⑯ ⽞関灯と⾨柱に照明が付いているため、夜間でも
敷地全体に明かりが灯ります。

⑰ 道路⾯から駐⾞位置を控え敷地前⾯に統⼀舗装を
設けることで、歩⾏者が安全に歩けるスペースを
確保します。
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